
吉見義明氏の公開質問状に対する橋下徹氏の無回答に関する声明 

 

１ 吉見義明氏（以下「吉見氏」といいます。）は、本年６月４日、昨年８月２４日の橋下

徹大阪市長（以下「橋下氏」といいます。）の発言に対して、日本軍「慰安婦」問題に関

する公開質問状を橋下氏に提出しました。しかし、橋下氏は、回答期限である７月５日

から現在に至るまで、回答を寄せていません。 

 

２ 橋下氏は、昨年８月２４日の記者会見で、日本軍「慰安婦」問題に言及して、吉見氏

が「強制連行という事実というところまでは認められない」と発言したと述べました（以

下「本件発言」といいます）。 

これに対して、吉見氏は、自らの研究の根幹を否定し、同氏の社会的評価を著しく損

ない、その名誉を毀損したものであるとして、昨年１０月２３日、本件発言の撤回と謝

罪を求めました。ところが、橋下氏は、１０月２９日付書簡にて回答を寄せたものの、

発言の撤回も謝罪もしておらず、到底容認できないことから、今回の公開質問に至りま

した。 

 

３ 今回の公開質問は、吉見氏の名誉に関する橋下氏自身の発言に端を発したものですの

で、橋下氏は質問に回答する責任があります。しかも、質問事項の多くは具体的事実を

指摘して認識等を問うているものですから、回答は容易です。 

このような質問に対し、少なくとも何らかの回答を寄せることが、公人として最低限

の責任ある態度といえます。 

  しかし、回答しないばかりか、一切何の連絡もないというのは、全く無責任な態度で

あると言わざるを得ません。 

 

４ 私たちは、橋下氏のかかる無責任な態度を到底容認することはできません。私たちは、

再度公開質問状を提出すべく準備を進めています。 

  橋下氏は、日本軍「慰安婦」問題に強い関心と問題意識をもち、確信を持って発言し

ているはずです。そうであれば、吉見氏の公開質問状に対して、正々堂々と自らの認識

と見解を開陳すべきです。 

  私たちは、橋下氏が公開質問状へ回答を寄せなかったことに対して強く抗議するとと

もに、再度の公開質問に対して責任をもって回答するよう求めます。 
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